
 ６月２４日～７月１日、カザフスタン・ナザルバエフ大学内文化センターの枯山水式日本庭園完成支援・
維持管理指導等のため、橿原市より造園家２名が派遣された。

 ナザルバエフ大学の施設管理担当者らに対し、５日間かけて石組位置の調整、芝の植栽、砂利敷き、砂紋
造形等の作業を指導した。また、枯山水庭園の構造やそれを踏まえた維持管理技術を伝えた。

 庭園管理用のレーキ、トンボも日本から輸入するのではなく全て自作または現地の代用品を使用した。
 アスタナ市及びアルマティ市において、ホストタウンである橿原市の紹介及び造園家による講演会を開催。多く
の聴衆が熱心にメモを取り、閉会後には写真やサインを求められた。
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【日本庭園に係る地元メディアの反応と、日本庭園のその後】

 6月30日付当地ウェブニュースポータルである
「Inform Bureau」において、日出ずる国のシンボル・日本庭園が
ナザルバエフ大学内に開園したと報じられた。

 7月14日付カザフスタンの地元紙である「エゲメン・カザフスタン紙」
のウェブ版において、造園家のインタビューが掲載され、その中で
橿原市のホストタウン事業についても言及された。

 日本庭園はその後も現地作業員の手によってしっかり維持管理
されており、定期的に砂紋の作り直しが行われている。また、現地
作業員を橿原市で受入訓練する計画も進めている。

【これからの取組み予定】

◆ 橿原市の子供たちからカザフの子供たちへ年賀状を発信し、手紙を交換することで交流の契機を創出

◆ 日本文化発信事業として、キャラ弁・飾り巻き寿司教室を現地で実演

◆ カザフの学生に向けた、日本語学習デジタルツールの作成と提供

◆ カザフ代表シッティングバレーボール選手と、市民との交流・啓発事業
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